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技術概要  

 植物の様々な生長現象にかかわる植物ホ

ルモンであるジャスモン酸の構造を改変す

ることで、有用な生理機能を残しつつ、不

要な生理機能（副作用）を極限まで減らし

た誘導体の開発を行っている。 

 「植物の生長調節用組成物及び植物の生

長の調節方法」（特開 2020-110130） 

 

 

想定される活用例  

 有用な活性のみを有する誘導体を用いた農薬（成長調整剤）の開発 

 

 

相談可能な分野  

 天然物化学、植物生理学に関すること 

 生理活性物質に関する有機機器分析 
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